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１．研究計画の概要 

本研究は，第二言語／外国語としての英語
のリスニングプロセスにおいて情意的側面が
認知的側面に与える影響とそのメカニズムの
解明を目的とし，以下に掲げる項目を具体的
研究内容とする。 

 
(1)「リスニング不安」に代わる構成概念とし
ての「リスニングストレス」の導入 
 
(2)「リスニングストレス」の理解阻害効果及
びそのメカニズムの解明とその対処方略とし
てのリスニングストラテジーの開発 
 
(3)「リスニングストレス」の対処方略を中
心とするリスニングストラテジーの第二言
語／外国語としての英語教育への導入によ
る学習者中心のリスニング指導への転換 
 
２．研究の進捗状況 
  上述した研究内容のうち，研究３年目（平
成 21 年度）終了時において(1)及び(2)につ
いて以下の成果を収めた。 
 
(1)「『リスニング不安』に代わる構成概念
としての『リスニングストレス』の導入」に
ついては，心理的ストレス理論に基づきリス
ニングストレスの理解阻害効果のメカニズ
ムに関する理論構築を行い，その上で難易度
が異なるリスニング材料を組み合わせたリ
スニング課題を設計し，リスニングストレス
生起実験デザインを開発した。このデザイン
に基づいて，米国の大学に在籍する日本人留

学生を対象にリスニングストレス生起実験
を行い，収集したデータを分析した結果，リ
スニングストレスの高まりによる全般的な
リスニング理解阻害効果が観察され，本実験
デザインの妥当性及び可能性が示されると
共に，リスニングストレスの理解阻害効果の
基本的なメカニズムが解明された。 

 
(2)「『リスニングストレス』の理解阻害効
果及びそのメカニズムの解明とその対処方
略としてのリスニングストラテジーの開発」
については，まず，(1)で開発したリスニン
グストレス生起実験デザインに改良を加え，
波状的に繰り返されるストレスの生起とそ
の持続効果の観察に成功した。また，遡及的
発話思考プロトコル分析を導入し，被験者の
内省データの分析を行った結果，リスニング
ストレスの循環的メカニズムの仮説が支持
され，リスニングストレスの理解阻害効果の
メカニズムについてより詳細で心理的実在
性のある記述がもたらされた。さらに，スト
レス対処方略としてのリスニングストラテ
ジーの開発にあたっては，リスニングストレ
スがリスニングストラテジーの援用にどの
ような影響を及ぼしているのかについてデ
ータ収集・分析を行った結果，「背景知識の
活用」等のより高次の認知処理が要求される
ストラテジーに阻害効果が観察された。この
結果は，認知処理の種類に応じた阻害効果の
うち，特に，「推測」，「一般化／応用」の認
知処理に阻害効果が顕著に見られたことと
密接に関連していると考えられる。すなわち
「背景知識の活用」はこれら２つの認知処理



には不可欠なストラテジーであるからであ
る。さらに，この結果は，心理的ストレス理
論で提案されている認知処理の阻害におけ
るワーキングメモリーの関与に関して，第二
言語／外国語のリスニングプロセスにおい
てもその可能性を示唆するものであるとも
解釈される。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている 
（理由） 
 当初の研究計画では，研究３年目にリスニ
ングストレスの対処方略としてのリスニン
グストラテジー指導を英語科授業に導入し，
それをリスニングストレスによる理解阻害
効果の軽減のための手だてとする仮説実験
授業を設計・実践し，その効果の検証に取り
組む予定であったが，ストラテジー開発の基
礎データの収集のために必要な実験被験者
及び調査協力者数が当初の見込みを下回っ
ており，基礎データが不十分であり，そのた
めストラテジー開発が遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究最終年度にあたる平成 22 年度におい
ては，現時点で予定より遅れているリスニン
グストレスの対処方略としてのリスニング
ストラテジーの開発とその効果の検証に取
り組む。まず，心理的ストレス理論における
ストレスマネージメントの考え方を援用し，
ストラテジーのプロトタイプを開発し，その
効果及び利用可能性を検証する。その上でそ
れを随時英語科授業に導入し，学習者がそれ
をどのように内在化していくのか，また，効
果的な利用ができているかどうかについて，
質的及び量的データを基に分析をおこない，
彼らのリスニングプロセス，リスニングスタ
イルがどのように変容しているかを明らか
にし，ストラテジーの効果を検証する。実験
被験者及び調査協力者については今後も大
幅増は急激には見込めないと思われるが，少
人数でも検証可能な統計的検定手法を用い
るなどして，データ分析の客観性・信頼性を
高める努力をする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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